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発話を理解するには，文字通りの意味が分かるだけでは十分で、はない。

推測される背後の意味(含意)や発話の意図をも知る必要がある。 ここで

は発話の理解がどのように行われるのかを検討する。
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発話の理解

-会話の公理

グライス (Grice，H. p) 1)は文字通りの意味と含意とを区別し，文字通

りの意味が円滑に伝達されるための前提として，表12-1のような公定li

を提案した。 このような前提が守られている限り ，聞き手は，情報伝達

が会話の目的であるという立場にたって発話を解釈することができる。
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会話の公理])

1，量の公主Il 必要な情報はすべて提供する

必要以上の情報の提供はさける

表12-1 

f為と考えられることはいわない

十分な恨拠を欠くことはいわない

ii. 11{の公理

無関係なことはいわない

わかりにくい表現はさける

暖H未な表現はさける

できるだけ附潔に表現する

秩序だった表現をする

iii.関係の公理

lV. 様態の公理
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-含意

もしもこの公理が成立しないと，聞き手は，話し手が情報伝達だけを

目的として会話をしているのではないと推測する。

例えば適切な量が守られないと ……

省::(八百屋で)このりんごおいしいかしらっ

庖員 :おいしいよ。ほんとにおいしいよ。すごくおいしいから買ってよ。とっ

てもおいしいから。

…庖員の発話は「ほとんうはおいしくない」ことを合意しているよ

うに聞こえ，客は買う気を失ってしまうかもしれない。

質が守られないと 一

(下手な作品の前で)これは傑作だ。

一皮肉になってしまう 。

関係が守られないと 一

A : (コンパの会場で)00さんとムムさん，日Ijれちゃったんだって。

B あらこのnliすてきじゃない。

一この話題は避けるべきなのかな。

公理は字義的な|育報の伝達を保証する。この公理が守られないとき，

字義的な意味だけではない背後の意味，含意が推測されることになる。

2. 内容の理解と意図の理解

-発話行為

要求，質問，約束なと二発話することが特定の行為(要求する，質問する，

約束するなど)の遂行になるような発話を，発話行為という 。例えば円|っ

越しの手伝いをお願いするわj という発話には，円|っ越しの手伝いを

お願いする」という言語内容と，それを言うことによって生じる「お願

いする」行為とが含まれることになる。約束 (f明日の 3時に会いましょ
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うJ)や命名 (1この舟をアカシア丸と名づけるJ)なども 同様である。

-適切性条件

サール(Searle.J.R.) 2)は，発話行為が成立するのに必要な条件を，言語

内容(命題的情報)と意図の側面に分けて整理し，合わせて適切性条件と

呼んでいる。適切性条件は，以下の 4つの条件から成る O

命題内容条件:発話の命題内容が満たすべき条件。

準備条件:発話者および聞き手，場面，状況設定に関する条件。

誠実条件 :発話者の意図に関する条件。

本質条件 :発話によって生じる行為の遂行義務に関する条件。

例えば「ヲ|っ越しの手伝いをお願いする」という要求は， 1 (聞き手が

将来月|っ越しを手伝う j という命題内容条件だけでなく，発話者一人

では引っ越しができないとか，聞き手は引っ越しを手伝う能力があるが，

現段階では手伝ってくれるかどうかわからないという状況(準備条件)，

話し手は聞き手による行為の実行を欲しているという話し手の意図(誠

実条件)，そしてその発話によって生じる聞き手の義務(本質条件)がそ
会
話
の
情
報
処
理

ろうことにより成立する 0

・間接的表現

意図が明示的に示されない発話行為もある。「来週の日曜 日ひま ?J

とか「あなたが引っ越ししたとき，私手伝ってあげたよね」というよう

な発話は，単なる質問や言明 ともとれるが，円|っ越しを手伝って」と

いう要求ともとれる。このように字義的な意味とそれ以外の意味とが二

重にあるような表現を，間接的表現という 。

サールは，適切性条件について述べたり質問したりすることで間接的

な要求を行うことができると考察している。以下の発話は表面的には質

問の形式をとっているが，依頼としての機能をはたす。

命題内容条件:聞き手による行為内容を問う 。「手伝うつ」
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準備条件:開き手はその行為を行う能力がある。「手伝える ?J

誠実条件:話し手は聞き手による行為の実行を欲している o 1手伝っ

てほしい」

本質条件:聞き手はその行為の実行を行わねばならない。「手伝って

くれる ?J

・間接的要求

仲・無藤3)は間接的な要求がどのように作られ，またどのように理解

されるかを実証的に検討した。大学生に「語学の授業で辞書をひこうと

したが辞書がない」というような状況説明文を与え，そのような状況で

どのような要求表現が可能かを書き出してもらう 。得られた要求文を分

類したところ，話し手の目標や聞き手の状況など，以下のような項目に

言及することにより間接的な表現が作られることがわかった。

(1) 話し手の目標:話し手は辞書を必要としている (1辞書がいるんだ

けどJ)。

(2) 話し手の状況:話し手は辞書を持っていない (1辞書，忘れちゃっ

たJ)。

(3) 話し手による聞き手の行動の期待:話し手は聞き手が辞書を貸し

てくれることを期待している (1辞書，貸してもらいたいJ)。

(4) 聞き手の状況 :聞き手は辞書を持っている (1辞書，もってるよねJ)。

(5) 開き手の協力 :聞 き手は話し手に辞書を貸してくれることについ

て協力的である (1辞書，貸してくれるかなJ)。

上の(1)-(5)の情報は，サールのいう準備条件，誠実性条件をさらに詳

しくみたものといえるかもしれない。間接的表現の成立には(1)ー(5)の条

件が必要であり，そのことに言及する ことにより，間接的に要求がなさ

れると推測することができる。

・間接的拒百
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仲4)は， さらに(1)一(5)のような情報が，要求を間接的に拒否する際に

も用いられることを示している。例え ば話し手が「辞書を貸して」と要

求した際，聞き手は上の(1)ー(5)の情報を否定するかたちで拒否の気持ち

を伝えることができる。以下の例では，便宜上， 要求する人を話し手，

要求を拒否する人を聞き手と呼ぶことにする。

(1) 話し手の目標:話し手は辞書を必要としていない (1辞書なんて必

要ないよJ)。

話し手の状況 :話し手は辞書を持っている (1ちゃんと探せばある

んじ ゃないの?J)，あるいは持っていなくてもかまわない (1辞書，

忘れたってどうにかなるよJ)。

(3) 話し手による聞き手の行動の期待:話し手は聞き手が辞書を貸し

てくれることを期待していない (1辞書，貸してもらおうなんて恩つ

てないよねJ)，あるいは他の人に期待したほうがよい (100さんに

貸してもら ったらつ J)，あるいは人には期待しないで自分でどうに

かするほうがよい (1辞書，見ないでやれば?J)。

聞き手の状況:聞き手は辞書を持っていない (1私も辞書，

ないのJ)。

開き手の協力 :聞き手は話し手に辞書を貸すことについて協力的

でない (1辞書，貸してあげないJ)，あるいは他 の人は協力的である

(100さんなら貸 してくれるよJ)。

表12-2は大学生にペアを組んでもらい 要求一拒否のロールプ レイ

を行ってもらった結果である。テーマは「本棚を移動するのを手伝って

もらう 」である。聞き手の協力(5)に言及することでなされた要求(1持っ

てくれないかなJ)が，聞き手の状況(4)に言及することで拒否される (1今

勉強してるJ)，あるいは聞き手の協力(5)に言及することでなされた要求

(1手伝ってくれてもいいじゃないJ)が話し手の行動の期待(3)に言究する

(2) 

もって(4) 

(5) 
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ことで拒否される (1自分で全部やればJ)というように，要求一拒否の内

容は必ずしも一致しない。要求一拒否という意図さえ対応していれば，

表面的な内容は一致していなくても構わないようである。(1)-(5)の情報

は，話し手，聞き 手の問で共有されており ，明示的に表現さ れな くても

理解されるのだろう 。

表，2-2 要求と拒否の会話

A:あん，あ，えーと，おねえちゃん，この本棚動かすから，むこうff!lJ，もっ

てくれないかな一。

B ・いま勉強 してるんだから，ん，お母さんか設かに頼んでよ。

A えーそこに，そこにいるんだからさ，ちょっとだから，お母さん向こうに

いるから。

B ・いやだ今一，重いの運ぶの，疲れちゃうから。

A :え，あたしがもう片っぽ持とうとしてるんだもん，手伝ってくれてもいい

じゃない。

B:自分で全部やれば一。

A :こんな重いの動かせない。

B ん一。

A えー， でも，そ，持ってくれないと ，あたしケガしち ゃう よ。

B ウム，こ れが終るまではだめ。

A:カすまんしてる。

3. 誤解とアサーション

-誤解の種類

話し手と聞き手で授受された内容や意図にくいちがいがある場合に，

誤解が生じたという 。三宮5)の調査によれば，誤解は音韻論的，意味論



的，文法的，語用論的な誤解に分類 されるという 。音韻論的， 意味論的，

および文法的な誤解は内容の誤解，語用論的な誤解は意図の誤解という

ことカfできるだろう 。

誤解の分類5)表12-3 

f9IJ 

音韻論的な誤解 方言で 「あ !ほうかあ (そうかあ)J と言っ たら 「阿呆

かあ」とと られ、「とうせあはや、わるかったな」とい

われた。

誤解の極鎖

女の子が犬を散歩させていた。すると li'lこうから11，'jが
きて、犬がH犬え始めた。そこで (犬をl吠えさせている

原因は、というつも りで)r猫て戸すか」と聞いたら 、「し、

いえ、犬て"す」といわれた。主語や目的語の省略によ

り誤解が生じた例である。

統語fil命的な誤解
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「その革It.高そうだね」といわれた。値段のことと思

ったら靴の底の厚さのことだった。この誤解は「高い」

が多義性をも っているために生じた。

意味論的な誤解

「考えとくわ」と冷たくいって|断ったつもりだったが，

相手は字義通リに受け取りとうするつもりか」と聞

いてきた。

語用論的な誤解

-誤解の原因

誤解の原因を特定することは容易ではない。話し手が不完全な発話表

現を行ったせいだということもできるし，聞き手が発話の内容や意図を

十分に理解することができなか ったせいだということもできる。どちら

に手落ちがあったというものでもなく，結局のところは，話し手が推定

した意図や内容と開き手が推定した意図や内容とにずれがあ ったという

ことである。
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例えば陽気な友人をストレートにほめるつもりで「あなたって面白い」

と言ったとする。 ところがその友人は，これを「道化者」というように

否定的にとってしまった。小林6)は，このような話し手と聞き手で生じ

る解釈の不一致を検討している。「あなたって面白い (強い，偉い，かわ

いい，おとなしい，にぎやか， まじめ，便利，利口，元気)Jといった表

現に対するイメージを，自分が話し手である場合，自分が聞き手である

場合を想定してそれぞれ 5段階で評定してもらった。その結果，これら

のことばのイメージは，話し手として言った場合を想定したときのほう

が，聞き手として聞いた場合を想定したとさよりも高かった。 このこと

は，聞き手はこれらのことばを，話し手が期待するほどにはよく受け取っ

てくれないことを示唆している。・7サーション

とのような発話をすれは、，内容も意図もよく伝わるのだろうか。相手

を思いやりつつ自己主張もできる表現をアサーションという 7)。 よい人

間関係を築くにはアサーティブな能力をもつことが必要である。だが自

己主張をするのは容易なことではない。出かけようとしたところに友人

から電話がかかってくる O 焦りつつも断りきれず遅刻してしまった…

というような経験は，誰にでもあるのではないだろうか。森J118)は，あ

なた任せ，自己犠牲，遠回し，サボタージュ (頼まれたことを断りきれず

に引き受け，その結果，後回しにしたりすっぽかしたりする)などのノン ・

アサーテイブな言動は女性に多いと指摘している。

.アサーティブ=チェックリスト

どの程度自己主張ができるかを調べるテスト (アサーティブ=チェック

リスト)がある9)。表12-4に質問を構成する因子 (質問項目群の性質)と

質問項目の例を示す。項目は 1(全くそうでない)から 4(かなりそうであ

る)の 4件法で答えるようになっており，得点が高いほうがアサーテイ



ブ能力が高いとされる。だが，単に自己主張できれは、アサーテイブ能力

が高い，というものでもないようである。先の小林の調査6)では，アサー

テイブ能力の高い人の発話はそうでない人の発話に比べ，情報量が多く，

誤解される率も低かった。アサーテイブ能力の低い人が「あなたは利口

だ」というひと言ですます内容を，アサーティブ能力の高い人は， rあ
なたは努力家でよく本も読むし，ほんとうに頭がいい。尊敬しているj

というように表現する O このほうが発話に対する話し手と聞き手のイ

メージの差は小 さい。情報を補うという努力で，理解されやすい発話は

可能になるようである。

アサーティフ=チェ ック リストの例引表12-4 
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正当な権利主IJK 私は欠陥商品を貿わされたことに気づいたら，府にそれを返す。

私は誰かとある話題について討論し，彼らと意見が異なる|摩，

彼らにその相違点をはっきり主張する。
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自 己 {言車Il

訟は親しくなリたい人に率先してはたらきかける。自己開示

私は誰かが花、を批判したH寺，言い訳などしないで率直に批判

に耳をf頃ける。

j生谷A 
メー

私は人があるものを借リたいといってきたが本当はそうした

くなし、H寺，I析1つる。

断わる力

私は友人均、私の信似を裏切った 11寺，私はその人に私がどう感

じているかを伝える。

決:1't 
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